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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月10日(2011.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも３種の色彩を発光しうる発光体と、
　前記発光体が発光する色彩を周期的に変化させる制御手段と、
　を含み、
　前記制御手段は、前記周期的な色彩変化を、所定のデータに基づいて切り替え、この周
期的な色彩変化の切換によって前記所定のデータを表すことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　時間の経過に伴って発光する色彩が変化することによって対象物を表すデータを表す発
光装置を対象物に付し、前記発光装置の発光する色彩を認識することによって前記対象物
を認識すると共に、前記対象物の位置の追尾を行う方法において、
　前記発光装置を含む画像を撮影し、前記画像中から、前記発光装置が発光する色彩を認
識し、前記データを復元して前記対象物を認識し、且つ、認識した色彩の位置から前記対
象物の位置を特定する認識ステップと、
　前記発光装置を含む画像を撮影し、前記画像中から、発光装置が発光する色彩の変化を
認識してその変化する位置から、前記対象物の位置を追尾する追尾ステップと、
　を含み、さらに、
　前記認識ステップを１回実行して前記対象物を認識し、その位置と共に所定の記憶手段
に記憶し、その後、前記追尾ステップのみを繰り返し実行して、前記対象物の位置として
、この追尾ステップで得られた色彩の変化する位置を、前記対象物の位置として前記記憶
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手段中に格納していくステップと、
　を備えることを特徴とする対象物の追尾方法。
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